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国立天文台水沢における超伝導重力観測と測地コロケーション観測

Superconducting gravimeter observation in NAOJ Mizusawa, and geodetic collocation
observations
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　 2008年 12月末より、国立天文台水沢 VERA観測所構内で超伝導重力計（ＳＧ）による重力変化の観測を開始した。
この重力計は、1988年より江刺地球潮汐観測施設で潮汐観測に使用されていた機器であり、今回水沢構内に移設したも
のである。設置場所は重力絶対測定室（現 RISE実験室）で、固定局型の重力絶対測定装置（佐久間式重力計）が設置
されていた基台の一部を使用している。データ収録系は基本的に江刺施設で使用していたものをそのまま利用している。
GPS時計で時刻系を管理し、GGP1、TIDE、MODEの各フィルター出力、気圧データ、および傾斜などの関連データを
１秒サンプリングで記録している。ＳＧの移設にあったては、サーマルレベラーによる傾斜補正の回路を、時定数が初
期の 20分程度のものから 5分程度の短いものに変更した。これにより傾斜調整が容易になったことの他、傾斜補正の遅
れによる地球自由振動帯への影響が軽減されるものと期待される。
　江刺施設でのＳＧ観測は、地球潮汐や地球自由振動の観測を主な目的に実施されてきた。今回ＳＧを水沢に移設後、

これらの現象の観測も継続するが、水沢構内で行われている VLBI、GPS観測とのコロケーション観測に主点を移す。国
立天文台 VERAで実施している VLBI、GPSの測位観測では、水平位置は mmレベルの変動を確実に捕らえているが、
上下位置の精度はその数倍劣る。上下位置の長期的な変動を調べると２年程度の期間で cmレベルの変動や、１ヶ月程
度の比較的短期の変動が見られるが、これらの変動が見かけのものか真の変動かを見分けることがしばし困難なことが
ある。測位観測による上下変位と重力変化の観測を組みあわせること（コロケーション観測）により、変動現象を確実
に捉えること、また現象の物理的解釈を進めることを新たな観測目的としている。あわせて潮汐観測も行うことにより、
VLBI 解析における潮汐変位モデルの検証、さらにそのモデル改良もめざす。
　重力の変動要因としては上下変位の他に、ローカルな要因として地下水位の変動が大きな重力変化をもたらす。ＳＧ

を移設した重力絶対測定室を囲む東西南北の４地点には地下水位の観測井が設けられている。これら観測井ではフロー
ト式の水位計のほか圧力計が設置されており、水位変動の観測環境が整っている。水沢構内では降水量や日射量といった
気象データを取得しているほかに、昨年 10月より土壌水分の連続測定を開始した。これらの観測データにより水沢構内
は陸水変動のモデル計算を行うフィールドとしては理想的な環境を有しており、地下水位変動に伴う重力変化はＳＧ観
測に対して十分な精度で予測できるものと期待できる。


